
ほ場整備事業について

・そもそもほ場整備事業ってなんですか？

　→　小さな田んぼを大きくする区画整理事業です。田んぼに必要な水路や道路は新しくなります。

・なんで田んぼを大きくするの？

　→　農作業をする機械（トラクターやコンバイン）が動きやすく短時間で作業を終えて
　　　農家の方々が楽になるように大きくしています。

【整備前】 【整備後】



・田んぼを大きくする例（前の３枚分を１枚に）

【元の田んぼ】
表土 田んぼの一番上の部分

栄養分が豊富で
作物の生育に重要

基盤土 表土の下にある部分
田んぼを平らに保つために
重要（やわらかいと沈む）

【表土はぎ、基盤整地】

表土はぎ：後に使用するため
　　　　　最初にはぎとって集める。

基盤整地：３枚分を１枚にし平らにする

旧①
旧②

旧③

【表土はぎ】 【基盤整地】



【表土戻し、表土整地】 表土戻し：完成した基盤の上に表土を戻す。

表土整地：表土の上から平らにならす。

　・農家の方々が田植えをするうえで必要な水管理や稲刈りした後米を運ぶのを楽にするために道路や水路も新しく
　　しています。

【表土戻し】

【新しくなった水路】

【表土整地】

【田んぼ用の道路】

新①



・その他

　・ほ場整備をすることで水はけがよくなり、お米以外のいろいろな収入につながる作物に挑戦できます。

かわとがわ　　あさない

　　下の写真は河戸川・浅内地区の能代南中学校のそばで実際に植えているものです。

【ネギ】 【大豆】


